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＜ベトナム・リサーチ・レポート＞ 
 
 

2022 年 06 月 16 日 

2022 年初 5 か月輸出増が目立つ水産物とコーヒー 

2022 年初 5 か月のベトナム貿易は強いプラス成長を記録した。ベトナム税関総局によれ

ば、2022 年初の 5 か月で、貿易金額は 3061.4 億米ドルであった。そのうち、輸出は前年

同期比 16.7%増の 1532.9 億米ドルになり、輸入は同 15.3%増の 1528.6 億米ドルになった。 

多くの輸出品目が、新型コロナウイルスの感染拡大が収まりつつある中、国内企業の生産

と営業の再始動およびサプライチェーンの再開への取り組みにより、前年同期比で２桁の

伸びを示した。 

 
出所：ベトナム税関総局 

農林水産業の輸出 

2022 年初 5 か月で、農林水産業の輸出額は前年同期比 13.5%増の約 200 億米ドルにな

った。 その中で、水産物の輸出額は 47 億米ドルであり、同 43.7%増であった（パンガシウ

スとエビが最も伸長率が高かった品目）。その理由として、世界的にベトナムの水産物に対

する需要が高いことが挙げられる。ロシアは世界の水産物の主要な供給国であるが、EU と

米国によるロシア製品の禁輸措置により、EU 諸国と米国からのベトナム産水産物への需

要が高まった。一方、ロシアとウクライナの紛争は、ベトナムのマグロの輸出にマイナス影響

を及ぼした。両国が、ベトナムからのマグロ輸出の主な相手先だからである。 

 

コーヒーの輸出伸長率も高く、前年同期比 52.6%増であった。国際コーヒー機関（ICO）によ

れば、前年同期にベトナムからの出荷がコンテナ不足などの物流面での支障により減少し

30.92 
153.29 

32.62 

152.86 

 -

 100.00

 200.00

 300.00

 400.00

2022年5月 2022年5か月

10億ドル ベトナムの貿易金額（５月分および年初５か月）

輸出額 輸入額

情報提供用資料 



 

当資料は、情報提供を目的として、キャピタル アセットマネジメント株式会社が作成したもので、投資信託の売買を推奨・勧誘するものでは
ありません。当資料の内容は作成基準日現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。当資料に市場環境等についてのデー
タ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。当資料は当社が
信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。 | 2 

たことからの反動増や、南米の悪天候ゆえの供給減に起因する価格上昇がその要因であ

った。 

 

  

 出所：ベトナム税関総局 

 

産業貿易省によれば、2022 年の輸出目標は前年比 6〜8％増の約 3,630 億米ドルという

水準であり、貿易黒字を維持する計画である。2022 年初 5 か月（前年同期比 16.7%増）の

ような成長が続けば、ベトナムはこの輸出目標を達成することが期待できる。  
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